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町 長 の 行 動

表紙の写真コメント
「第29回四国西南地区少年剣

道大会」に出場した城辺中学校の久德

真
ま こ

子選手です。全国トップレベルの技

を間近で見ることができました。

8/12

7月　香川大学講義 (18日 高松
市 )、道路整備要望・後期高齢者
医療広域連合議会臨時会 (24日 
松山市 )、くにひろ育英会理事
会 (25日 )、松山大学講義 (27日 
松山市 )、水軍レース大会 (28日 
今治市 )、県消防操法大会 (29日 
松山市 )、宿毛市との交流会 (30
日 )、篠山観光開発協議会総会
(31日 宿毛市 )など
8 月　愛南地区防犯協会総会・
交通安全推進協議会総会 (1日 )、
市町総合事務組合監査 (2日 松
山市 )、防災講演会 (4日 )、民主
党愛媛県総支部連合会要望 (6日 
松山市 )・大洲河川国道事務所要
望(6日 大洲市)、トップミーティ
ング・自由民主党愛媛県支部連
合 知事との意見交換会 (9日 宇
和島市 )、市町総合事務組合議会
(10日 松山市 )、あいなん小児医
療シンポジウム (11日 )、四国西
南地区少年剣道大会 (12日 )、中
学生海外研修結団式・スポーツ
合宿記念品贈呈 (14日 )、愛媛県
戦没者追悼式 (15 日 松山市 )・
丹波篠山デカンショ祭 (15日 兵
庫県篠山市 )など

倉田政
ま さ お

夫さん(城辺甲)が
警察記念日表彰式で、県
警察本部から警察本部長
感謝状を授与されまし
た。倉田さんは、南宇和
交通安全協会城辺支部長
を務められ、長年にわた
り交通安全活動にご尽力
されています。(6/29)

御荘文化センターで、
「東北の“大津波” 空
から見た被災地 写真
展」が行われました。
来場者は東日本大震災
の被災前・後の東北3県
(岩手・宮城・福島)の航
空写真を見て、改めて震
災の恐ろしさを学びまし
た。(8/2～4)

御荘文化センターで、あ

いなん小児医療を守る会

(砂田陽
よ う こ

子会長)主催によ

る「あいなん小児医療シ

ンポジウム」が行われ、

参加者は、地域医療や愛

南町の小児医療について

の現状と課題について学

びました。(8/11)

御荘夢創造館で「動くえ
ひめこどもの城・仕掛け
いっぱいドミノ倒し」が
行われました。小学生50
人が参加し、約5,000個
のドミノを使って、積み
上げ競争やホール全体を
使った仕掛けいっぱいの
長いコースに挑戦するな
どして、夏休みの一日を
楽しみました。(7/27)

宇和島海上保安部が西浦
漁港で、県水難救済会 
中泊、津島両救難所の合
同訓練を実施し、船越小
学校児童や地元保護者も
参加して着衣泳やAEDを
使用した心肺蘇生訓練な
ど海難救助について学習
しました。(7/26)

「愛南グリーン・ツーリ
ズムフェスタ2012」が旧
満倉小学校で開催され、
会場に足を運んだ多くの
親子連れが、ピザ焼き体
験や竹細工づくり、アマ
ゴのつかみ取りなど田舎
体験を楽しみました。
(7/29)

愛南トピックス
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城辺中学校女子剣道部が清水町長を訪問し、全国大会に
むけて抱負を述べました。全国大会では、出場選手全員が
堂々と戦いました。
(8/14)【P20参照】

p24
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p4

愛は南から

愛南トピックス

目次＆注目記事

笑顔いっぱい。
愛なんっこ

愛南
こみゅにけーしょん

元気いっぱい
アイ・あい・愛ランド

あいなん掲示板

町政フラッシュ

p3

p21

p22

p16

p18

町内の各地域で夏祭りが開催されました。一本松地域で
は、愛南町夏祭りの先陣を切って「一本松夏祭り」が行
われ、会場は多くの人で賑わいました。(7/21)
【P17参照】

鹿島や旧魚神山小学校
を中心に「あいなん鹿
島 まるドキ☆キャン
プ」が行われ、愛南町
での夏休みを楽しもう
と町外から23名が参加
しました。
 (7/28、29)【P16参照】

南レク城辺公園芝球
技場ほかで、愛媛・
高知両県の強豪校や
クラブが参加して
「愛南サッカーフェ
スティバル2012」
が行われました。
(7/21、22・28、29)
【P18参照】
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〜「
に
っ
ぽ
ん
縦
断 

こ
こ
ろ
旅 

２
０
１
２
」〜

「
心
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
」を
投
稿
し
ま
せ
ん
か

◆
総
務
課
か
ら

外
来
予
約
診
療
の

現
状
と
お
願
い

◆
県
立
南
宇
和
病
院
か
ら

　

俳
優
の
火
野
正
平
さ
ん
が
、
視
聴

者
か
ら
寄
せ
ら
れ
る
手
紙
を
手
が
か

り
に
日
本
全
国
を
旅
す
る
Ｎ
Ｈ
Ｋ 

Ｂ

Ｓ
プ
レ
ミ
ア
ム
の
人
気
番
組
「
に
っ

ぽ
ん
縦
断 

こ
こ
ろ
旅 

２
０
１
２
」

の
〝
秋
の
旅
〞
が
９
月
24
日
に
ス

タ
ー
ト
し
ま
す
。

　

火
野
さ
ん
は
、
愛
媛
県
も
旅
す
る

予
定
と
な
っ
て
お
り
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
で
は

町
民
の
皆
様
か
ら
の
お
便
り
を
募
集

し
て
い
ま
す
。

　

「
思
い
出
の
風
景
」
「
忘
れ
ら
れ

な
い
風
景
」
「
誰
か
に
伝
え
た
い
風

景
」
を
投
稿
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

※
番
組
の
旅
程
で
は
、
高
知
県
か
ら

愛
媛
県
に
入
る
予
定
と
な
っ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
旅
人
の
火
野
さ
ん
が
愛

南
町
を
通
過
す
る
可
能
性
が
高
い
よ

う
で
す
。
あ
な
た
の
投
稿
で
、
火
野

さ
ん
が
愛
南
町
の
あ
の
場
所
に
立
ち

寄
る
か
も
…

応
募
内
容

 

● 

住
所
・
氏
名
等

 

● 

思
い
出
の
場
所

 

● 

場
所
に
ま
つ
わ
る
エ
ピ
ソ
ー
ド

応
募
方
法

 

● 

番
組
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://w
w
w
.nhk.or.jp/kokorotabi/

）

 

● 

℻（
０
３
―

３
４
６
５
―

１
３
２
７
）

 

● 

お
便
り（
〒
１
５
０
―

８
０
０
１

　
　
　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
「
こ
こ
ろ
旅
」
係
）

応
募
締
切
日

　

９
月
28
日（
金
）必
着 

※
詳
し
く
は
、
番
組
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

問
合
せ　

　

総
務
課（
℡
７
２
―

７
３
０
３
）

　

県
立
南
宇
和
病
院
は
基
本
的
に
は

予
約
診
療
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
患

者
さ
ん
の
症
状
に
よ
っ
て
は
常
勤
医

が
診
察
し
て
も
予
定
通
り
の
時
間
に

な
ら
な
い
こ
と
が
多
々
起
こ
っ
て
い

ま
す
。

　

当
院
の
医
師
定
数
は
22
名
で
す

が
、
今
年
４
月
か
ら
は
常
勤
医
８
名

で
診
療
支
援
の
医
師
に
応
援
し
て
い

た
だ
き
診
療
を
続
け
て
い
ま
す
。
特

に
内
科
で
は
、
定
数
５
名
の
常
勤
医

が
２
名
に
減
少
し
た
こ
と
か
ら
応
援

医
師
も
外
来
診
療
を
行
っ
て
い
ま
す

の
で
、
予
約
診
療
と
い
っ
て
も
、
患

者
さ
ん
一
人
一
人
の
症
状
を
把
握
す

る
の
に
時
間
を
要
す
る
た
め
診
察
時

間
が
長
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

予
約
せ
ず
に
受
診
さ
れ
る
患
者

さ
ん
は
、
基
本
的
に
は
最
後
に
並

ん
で
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
病
状
に
よ
り
緊
急
性
の
高
い

患
者
さ
ん
に
つ
い
て
は
、
予
約
の
有

無
に
か
か
わ
ら
ず
優
先
的
に
診
察
し

て
い
ま
す
の
で
、
「
他
科
受
診
の
つ

い
で
」「
本
来
の
予
約
日
を
忘
れ
た
」

「
お
薬
が
な
く
な
っ
た
」
等
の
理
由

に
よ
り
受
診
さ
れ
る
方
は
、
朝
一
番

に
受
付
さ
れ
て
も
長
時
間
お
待
ち
い

た
だ
き
午
後
の
診
察
に
な
っ
て
し
ま

う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
予
約
外
の
患
者
さ
ん

は
、
内
科
で
は
１
日
約
20
人
に
も

な
っ
て
お
り
、
待
ち
時
間
が
長
く
な

る
だ
け
で
な
く
、
医
師
の
負
担
を
増

や
す
こ
と
に
も
な
っ
て
い
ま
す
の

で
、必
ず
予
約
日
に
診
察
を
受
け
て
い

た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　

診
察
の
待
ち
時
間
に
つ
い
て
は
ご

迷
惑
を
お
掛
け
し
ま
す
が
、
当
院
と

し
て
も
一
生
懸
命
努
力
し
て
い
ま
す

の
で
、
ご
理
解
ご
協
力
と
よ
り
一
層

の
ご
支
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
合
せ　

県
立
南
宇
和
病
院

（
℡
７
２
―

１
２
３
１
）
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愛
媛
県
消
防
操
法
大
会

◆
消
防
本
部
か
ら

a
u

・S
oftB
a
n
k

の

携
帯
電
話
に
災
害
・
避
難

情
報
を
配
信
し
ま
す

◆
防
災
対
策
課
か
ら

愛
媛
県
防
災
士
養
成
講
座

開
催
の
お
知
ら
せ

◆
防
災
対
策
課
か
ら

 7/
   29

　

愛
媛
県
消
防
学
校
大
規
模
訓
練
場

で
「
第
27
回
愛
媛
県
消
防
操
法
大

会
」
が
行
わ
れ
、
ポ
ン
プ
車
操
法
の

部
で
、
愛
南
町
代
表
と
し
て
出
場
し

た
愛
南
町
消
防
団
城
辺
方
面
隊
第
１

分
団
城
辺
中
支
部
チ
ー
ム
が
見
事
３

位
入
賞
を
果
た
し
ま
し
た
。

愛
南
町
消
防
団
城
辺
方
面
隊

第
１
分
団
城
辺
中
支
部
チ
ー
ム

　

指
揮
者　

面　

田　

祐ゆ
う　

司じ

　

１
番
員　

石　

田　

啓け
い　

介す
け

　

２
番
員　

藤　

森　

聡と
し　

和か
ず

　

３
番
員　

木　

下　

涼
り
ょ
う  

太た

　

４
番
員　

大　

野　

敬た
か　

視し

　

補　

欠　

黒　

田　

雄ゆ
う　

介す
け

　

現
在
愛
南
町
で
は
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド
コ

モ
の
携
帯
電
話
に
緊
急
速
報
メ
ー
ル

で
災
害
避
難
情
報
等
を
配
信
し
て
い

ま
す
が
、au

やS
o
ftB
ank

の
携
帯
電

話
を
ご
使
用
の
方
に
も
緊
急
速
報

メ
ー
ル
に
よ
る
災
害
避
難
情
報
の
配

信
を
開
始
し
ま
す
。

※
緊
急
速
報
メ
ー
ル
を
受
信
す
る
た

め
の
申
込
み
や
、
事
前
の
メ
ー
ル
ア

ド
レ
ス
等
の
登
録
は
不
要
で
す
。
ま

た
、
月
額
使
用
料
が
新
た
に
発
生
す

る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

配
信
範
囲

　

愛
南
町
内
（
町
外
で
は
受
信
で
き

ま
せ
ん
。）

配
信
情
報

　

気
象
庁
か
ら
配
信
さ
れ
る
「
緊
急

地
震
速
報
」
と
愛
南
町
が
配
信
す
る

「
災
害
避
難
情
報
」

（
土
砂
災
害
警
戒
情
報
、
津
波
注
意

報
・
津
波
及
び
大
津
波
警
報
、
避
難

に
関
す
る
情
報
な
ど
）

※
対
応
機
種
や
受
信
設
定
に
つ
い
て

不
明
な
点
は
、
携
帯
電
話
購
入
店
な

ど
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

 

「
緊
急
速
報
メ
ー
ル
」
と
は

　

au

やS
o
ftB
ank

が
提
供
し
て
い
る

サ
ー
ビ
ス
で
、
自
治
体
か
ら
配
信
す

る
「
災
害
避
難
情
報
」
を
緊
急
速
報

メ
ー
ル
サ
ー
ビ
ス
に
加
入
し
て
い
る

自
治
体
の
エ
リ
ア
内
に
あ
る
同
社
の

　

愛
媛
県
で
は
、
自
主
防
災
組
織
の

中
心
的
な
役
割
を
担
う
人
材
を
養
成

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
防
災
士

養
成
講
座
を
開
催
し
ま
す
。
地
域
の

防
災
力
を
向
上
す
る
た
め
に
、
ぜ
ひ

ご
応
募
く
だ
さ
い
。

日
程　

10
月
20
日（
土
）、
21
日（
日
）、

　
　
　

27
日（
土
）の
３
日
間

場
所　

南
予
地
方
局

　
　
　

（
７
階
大
会
議
室
）

受
講
料　

無
料

申
込
期
日　

９
月
14
日（
金
）

申
込
み
・
問
合
せ　

　

防
災
対
策
課（
℡
７
２
―

０
１
３
１
）

携
帯
電
話
に
配
信
す
る
も
の
で
す
。

※
Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド
コ
モ
の
同
種
の
サ
ー
ビ

ス
は
、
愛
南
町
で
は
昨
年
12
月
か
ら

緊
急
速
報
「
Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド
コ
モ
エ
リ
ア

メ
ー
ル
」
と
し
て
運
用
し
て
い
ま

す
。

問
合
せ

　

防
災
対
策
課（
℡
７
２
―

０
１
３
１
）
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愛
媛
の
救
急
医
療
を

守
り
ま
し
ょ
う

◆
保
健
福
祉
課
か
ら

不
活
化
ポ
リ
オ
ワ
ク
チ
ン

の
定
期
接
種
化
に
つ
い
て

◆
保
健
福
祉
課
か
ら

　

近
年
、
休
日
や
夜
間
、
救
急
病
院

に
軽
症
の
患
者
さ
ん
が
集
中（
※
）し
、

医
師
の
負
担
が
増
え
て
い
る
ほ
か
、

安
易
な
救
急
車
の
呼
び
出
し
で
出
動

回
数
が
増
加
し
、
重
症
患
者
さ
ん
の

搬
送
に
支
障
が
で
る
ケ
ー
ス
も
増
加

し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
ま
ま
で
は
、
住
民
の
皆
様
に

適
切
な
医
療
を
提
供
で
き
な
く
な

る
お
そ
れ
が
あ
り
、
そ
う
な
ら
な

①
な
る
べ
く
医
療
機
関
の
通
常
の
診

療
時
間
内
に
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

②
救
急
車
で
搬
送
さ
れ
て
も
、
軽
症

の
場
合
は
通
常
の
受
付
順
と
な
る
場

合
が
あ
る
こ
と
に
留
意
し
ま
し
ょ

う
。

③
休
日
や
夜
間
で
比
較
的
症
状
の
軽

い
方
は
、
在
宅
当
番
医
を
利
用
し
ま

し
ょ
う
。

 

症
状
は
軽
い
け
れ
ど
、ど
う
す
れ
ば
…

　

休
日
や
夜
間
に
、
ど
の
病
院
に
行

け
ば
よ
い
か
分
か
ら
な
い
場
合
に

は
、
え
ひ
め
医
療
情
報
ネ
ッ
ト
（
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
）
を
参
考
に
さ
れ
る

か
、
南
宇
和
郡
医
師
会
休
日
当
番
医

案
内
（
℡
７
２
―

１
２
３
４
）
を
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

　

お
子
さ
ん
の
急
な
病
気
や
け
が
の

場
合
は
、
小
児
救
急
医
療
電
話
相
談

（
＃
８
０
０
０
※
利
用
で
き
る
時
間

帯
は
毎
日
19
時
〜
翌
朝
８
時
、
電
話

で
＃
８
０
０
０
を
押
す
と
つ
な
が
り

ま
す
。）
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

　

保
健
福
祉
課（
℡
７
２
―

１
２
１
２
）

い
た
め
に
『
愛
媛
の
救
急
医
療
を
守

る
１
４
３
万
人
の
県
民
運
動
（
愛
救

１
４
３
運
動
）』
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
は
医
療
機
関
や
救
急
車
の
適

切
な
利
用
を
、
住
民
の
皆
様
一
人
一

人
に
心
が
け
て
い
た
だ
く
取
組
で
す

の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
平
成
23
年
11
月
の
１
か
月
間
に
、
県

内
救
急
告
示
病
院
で
受
診
し
た
全
救
急

患
者
の
う
ち
、
軽
症
患
者
の
占
め
る
割
合

は
78
・
７
％
（
全
救
急
患
者
１
４
，４
１
５

人
、
軽
症
患
者
１
１
，
３
３
７
人
）。
た

だ
し
、
平
成
20
年
11
月
と
比
較
す
る

と
１
・
５
ポ
イ
ン
ト
減
少
（
全
救
急
患

者
１
６
，
３
６
２
人
、
軽
症
患
者
１
３
，

１
２
６
人
、
軽
症
患
者
の
占
め
る
割
合

80
・
２
％
）。

 

普
段
か
ら
の
３
つ
の
心
が
け

①
日
頃
か
ら
『
か
か
り
つ
け
医
』
を

持
ち
ま
し
ょ
う
。

②
健
康
診
断
や
検
診
等
に
よ
り
、
病

気
の
予
防
や
早
期
発
見
に
努
め
ま

し
ょ
う
。

③
家
庭
で
薬
を
常
備
し
ま
し
ょ
う
。

 

受
診
に
あ
た
っ
て
の
３
つ
の
心
が
け

症状に応じた救急医療機関の役割分担

　

９
月
か
ら
、
定
期
予
防
接
種
の
う

ち
ポ
リ
オ
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
方
法
な

ど
を
変
更
し
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

＜変更点＞

ワクチン 接種方法・場所 接種回数 年齢

経口生ポリオ
ワクチン
↓

不活化ポリオ
ワクチン

集団接種
（保健センター）

↓
個別接種
（医療機関）

2回
↓

4回（初回免疫
3回、追加免疫
1回※）

生後3か月～
90か月の間に
ある者

※平成24年9月1日時点では、4回目の追加接種は定期接種対象外です。

（国内臨床試験を実施中のため、データが整い次第導入が予定されています。）

問合せ　保健福祉課（℡７２－１２１２）

※対象となる方には、個別に通知しています。
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勉
強
会
を
行
い
ま
し
た

◆
あ
い
な
ん
小
児
医
療
を
守
る
会
か
ら

睡
眠
と
こ
こ
ろ
の

健
康
に
つ
い
て

◆
保
健
福
祉
課
か
ら

男性

休養のための時間がとれていますか

十分　 やや不足　 あまりとれていない　 ほとんどとれていない

女性

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％

 6/
    27

　

愛
南
町
消
防
本
部
の
救
急
救
命

士
や
消
防
士
を
講
師
に
お
招
き
し

て
勉
強
会
を
行
い
ま
し
た
。

　

内
容
は
、
心
肺
蘇
生
、
窒
息
、

出
血
時
の
対
処
方
法
の
講
義
で
し

た
。
講
師
の
方
の
指
導
の
も
と
、

実
際
に
成
人
、
幼
児
、
乳
児
の
模
型

を
使
っ
て
心
臓
マ
ッ
サ
ー
ジ
を
行
い

ま
し
た
が
、
予
想
以
上
の
力
が
必
要

で
し
た
。
心
肺
停
止
状
態
で
は
２
〜

３
分
で
脳
に
影
響
が
で
る
た
め
、
命

を
救
う
に
は
正
し
い
方
法
を
習
い
、

練
習
し
て
お
く
事
が
必
要
だ
と
感
じ

ま
し
た
。
心
臓
マ
ッ
サ
ー
ジ
は
、

恐
怖
心
が
あ
っ
て
も
、
躊
躇
せ
ず
に

　

こ
こ
ろ
と
体
の
疲
れ
を
と
る
に
は

質
の
よ
い
睡
眠
は
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

睡
眠
不
足
は
、
疲
労
感
を
も
た
ら

し
、
気
持
ち
を
不
安
定
に
す
る
な
ど

生
活
の
質
に
大
き
く
影
響
し
て
き
ま

す
。
毎
日
ぐ
っ
す
り
眠
っ
て
元
気
に

過
ご
す
た
め
に
睡
眠
習
慣
を
見
直
し

ま
し
ょ
う
。

質
の
よ
い
睡
眠
を
と
る
コ
ツ 

 

○
朝
は
決
ま
っ
た
時
間
に
起
き
て

太
陽
の
光
を
浴
び
ま
し
ょ
う 

 

　

毎
日
、
決
ま
っ
た
時
間
に
起
き
て

生
活
リ
ズ
ム
を
整
え
ま
し
ょ
う
。 

○
規
則
正
し
く
食
事
を
と
り
ま
し
ょ
う

　

朝
食
を
食
べ
る
と
消
化
器
官
が
働

き
始
め
て
体
が
目
覚
め
ま
す
。
夜
遅

く
に
食
物
を
と
る
と
寝
つ
き
が
悪
く

な
り
ま
す
。

○
体
を
動
か
し
ま
し
ょ
う 

 

　

無
理
な
く
で
き
る
運
動
を
継
続
す

る
と
熟
睡
し
や
す
く
な
り
ま
す
。 

○
布
団
に
入
る
前
に
リ
ラ
ッ
ク
ス
し

ま
し
ょ
う 

 
 

 

　

ぬ
る
め
の
お
風
呂
に
入
っ
た
り
、

軽
い
ス
ト
レ
ッ
チ
を
し
た
り
し
て
こ

こ
ろ
と
体
を
リ
ラ
ッ
ク
ス
さ
せ
ま

し
ょ
う
。 
 

 
 

○
ス
ト
レ
ス
を
解
消
し
ま
し
ょ
う 

　

ス
ト
レ
ス
を
た
め
込
ま
な
い
よ
う

に
、
自
分
に
あ
っ
た
方
法
で
ス
ト
レ

ス
と
上
手
に
付
き
合
っ
て
い
き
ま

し
ょ
う
。

※
２
週
間
以
上
の
不
眠
が
続
く
と
き

は
、
か
か
り
つ
け
医
や
専
門
機
関
に

〈愛南町の現状〉 健康づくりアンケート（H22）

※平成22年に愛南町で実施した調査によると、十分な休養が
とれていない方が約半数いるという結果がでています。

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

愛
南
町
で
は
「
こ
こ
ろ
の
相
談
窓

口
」
を
設
置
し
て
い
ま
す

　

保
健
福
祉
課
で
は
、
毎
月
２
回

精
神
科
医
に

よ
る
「
こ
こ

ろ
の
健
康
相

談
」
を
予
約

制
で
行
っ
て

い
ま
す
。
ま

た
、
城
辺
保

健
福
祉
セ
ン

タ
ー
や
各
支
所
で
、
保
健
師
に
よ

る
相
談
も
随
時
受
け
付
け
て
い
ま

す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

問
合
せ

　

保
健
福
祉
課（
℡
７
２
―

１
２
１
２
）

し
っ
か
り
と
胸
部
を
押
す
こ
と
が
大

切
だ
そ
う
で
す
。

　

身
近
な
人
が
生
命
の
危
機
に
陥
っ

た
時
に
、
一
番
に
命
を
救
え
る
存
在

で
あ
る
人
た
ち
の
こ
と
を
「
バ
イ
ス

タ
ン
ダ
ー
」
と
い
う
そ
う
で
す
。
正

し
い
知
識
を
身
に
つ
け
、
行
動
に
移

せ
る
よ
う
に
勉
強
し
て
お
く
こ
と
が

大
切
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

愛南町健康キャラクター　げんきくん
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日
曜
総
合
健
診
の

お
知
ら
せ

◆
保
健
福
祉
課
か
ら

胃

14.7

34.7

27.5 27.5

36.1
33.1

27.4 28.7
29.9

22.0

25.8

14.7

50

40

30

20

10

0
肺 大腸

Ｈ22
Ｈ23

乳 子宮 前立腺

9月はがん征圧月間です  ～がん検診を受けましょう～
◆保健福祉課から

男性

109.0

128.7

185.1

104.7

94.0

81.0

97.2

89.3 83.2

96.4

200

180

160

140

120

100

80

60

総数

女性 男性

胃

女性 男性

大腸

女性 男性

肝、胆管

女性 男性

気管、肺

女性

　

次
の
日
程
で
日
曜
総
合
健
診
を
実

施
し
ま
す
。
今
年
受
診
さ
れ
て
い
な

い
方
又
は
９
月
・
10
月
の
健
診
を
受

診
で
き
な
い
方
は
、
ぜ
ひ
受
診
し
ま

し
ょ
う
。
日
曜
総
合
健
診
は
申
込
み

が
な
い
と
受
診
で
き
ま
せ
ん
の
で
、

受
診
を
希
望
さ
れ
る
方
は
申
込
み
く

だ
さ
い（
大
腸
・
乳
・
子
宮
頸
が
ん
検
診

の
ク
ー
ポ
ン
券
が
届
い
て
い
る
方
も

受
診
に
は
申
込
み
が
必
要
で
す
。）。

実
施
日　

11
月
11
日（
日
）

場
所　

城
辺
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

受
付
時
間　

８
時
30
分
〜
11
時
、　

　
　
　
　
　

13
時
30
分
〜
14
時
30
分

※
胃
が
ん
検
診
の
受
付
は
11
時
ま
で

で
す
。

料
金　

無
料

申
込
期
日　

10
月
３
日（
水
）17
時

　
　
　
　
　

（
期
日
厳
守
）

※
申
込
時
に
、
氏
名
・
生
年
月
日
・

希
望
健（
検
）診
名
等
を
お
知
ら
せ
く

だ
さ
い
。

申
込
み
・
問
合
せ

　

保
健
福
祉
課（
℡
７
２
―

１
２
１
２
）              

　

内
海
支
所　
（
℡
８
５
―

０
３
１
１
）

　

御
荘
支
所　
（
℡
７
２
―

１
１
１
１
）

　

一
本
松
支
所（
℡
８
４
―

２
２
１
１
）

　

西
海
支
所　
（
℡
８
２
―

１
１
１
１
）

問合せ　保健福祉課（℡７２－１２１２）

国が定めるがん検診受診率の目標は50%ですが、

愛南町の受診率は40%に満たない状況です。

愛南町の男性の大腸がん・胃がん・肝がん死

亡率は、全国水準に比べ、高い状況です。

愛南町では、3人に1人が「がん」で亡くなっています。
定期的ながん検診の受診が早期発見・早期治療につながります。
がん検診を受けたことがない方は、ぜひ受けましょう。

愛南町の現状 ※SMRが100の時、全国水準といえます。

がん検診受診率 がんの標準化死亡比(SMR)

（各種検診結果集計表） （厚生労働省「人口動態統計特殊報告」H15～19）

健（検）診内容

特定健診 30歳以上

胃がん・大腸がん・肺がん検診 40歳以上

子宮頸がん・骨粗鬆症検診 20歳以上女性

乳がん検診（マンモグラフィー）40歳以上女性

乳がん検診（※乳房超音波検診）30歳～39歳女性（40名限定）

前立腺がん検診 50歳以上男性

肝炎ウイルス検診 
40歳以上
（これまでに健診や医療機関で受診した
ことのない方）

※乳房超音波検診の申込みは、定員に達した時点で締め切らせていただきます。

愛南町健康
キャラクター
げんきくん
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障
害
者
技
能
競
技
大
会

開
催
の
お
知
ら
せ

◆
高
齢
・
障
害
・
求
職
者
雇
用
支
援
機
構
か
ら

就
業
構
造
基
本
調
査
に

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

◆
企
画
財
政
課
か
ら

５
歳
児
健
診
歯
科
表
彰

◆
保
健
福
祉
課
か
ら

★大津市いじめ問題を考える
　大津市の中2男子生徒が、いじめられて自殺した問
題が大きく報道されています。また、いじめ対策につ
いても騒がれています。なぜいじめるのか、糸を手繰
り寄せれば「答えは家庭の中」にあります。親は生活
の中で、上の子には厳しく、下の子には甘くという差
別のいじめ育てをしていなかったか。嫌がる塾をビッ
シリとスケジュールを組み、嫌だと訴えても受け入れ
ない。これもいじめ育てです。そのストレスは、ブー
メランのように思春期に吹き出します。「親が育て
たように育つ」のです。加害者は、「遊びだった」と
言っています。親も「遊びだった」と訴えています。
被害者の少年に、嫌がっているのに服を脱がせたり、
大金を持って来いと次々と要求したり、そのとおりに
しなければトイレの裏に連れて行き殴る・蹴るの暴

行をしてブルブル怯える同級生を見
て面白いと言う。これが遊びといえ
るでしょうか。加害者の親子は、卑
劣で許されないことをしました。私
は、「いじめの根っこ」があると30年
以上訴え続けています。（内田玲子）

内田玲子の「家庭の教育力」 ⑧

　

高
齢
・
障
害
・
求
職
者
雇
用
支
援
機

構
で
は
、
障
害
者
の
職
業
能
力
の
開

発
等
を
促
進
し
、
障
害
者
の
雇
用
促

進
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
「
第

10
回 

え
ひ
め
ア
ビ
リ
ン
ピ
ッ
ク（
障

害
者
技
能
競
技
大
会
）」
を
開
催
し

ま
す
。

日
時　

11
月
10
日（
土
）９
時
〜
15
時

場
所　

ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
愛
媛

参
加
資
格　

満
15
歳
以
上（
平
成
24
年

４
月
１
日
現
在
）の
方
で
、
身
体
障

害
者
手
帳（
又
は
診
断
書
）、
療
育
手

帳（
又
は
判
定
書
）、
精
神
障
害
者
保

健
福
祉
手
帳
の
い
ず
れ
か
を
所
持
す

る
方

参
加
費　

無
料

申
込
期
日　

９
月
20
日（
木
）

申
込
み
・
問
合
せ　

愛
媛
高
齢
・
障

害
者
雇
用
支
援
セ
ン
タ
ー

（
℡
０
８
９
―

９
８
６
―

３
２
０
１
）

　

総
務
省
で
は
、
国
民
の
ふ
だ
ん
の

就
業
・
不
就
業
の
状
態
を
調
べ
る
た

め
、
10
月
１
日（
月
）に
就
業
構
造
基

本
調
査
を
実
施
し
ま
す
。
愛
南
町
で

は
、
11
の
区
域
で
無
作
為
に
抽
出
し

た
世
帯
（
約
１
７
０
世
帯
）
が
調
査

対
象
と
な
り
ま
す
。
調
査
の
対
象
と

な
っ
た
世
帯
に
は
、
９
月
下
旬
に
統

計
調
査
員
が
伺
い
ま
す
の
で
、
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
合
せ　

企
画
財
政
課

（
℡
７
２
―

７
３
１
７
）

種目・定員

種　目 定員

ワープロ[文書作成]（一般部門） 10名

ワープロ[文書作成]（視覚障害部門）10名

データベース（一般部門） 10名

箱製作[箱折]（知的障害者） 15名

喫茶サービス（知的障害者） 10名

ビルクリーニング（知的障害者） 10名

　

愛
南
町
で
は
、
５
歳
児
健
診
で

む
し
歯
が
０
本
だ
っ
た
お
子
さ
ん
を

表
彰
し
て
い
ま
す
。

　

７
月
に
実
施
し
た
健
診
で
は
、
24

名
の
受
診
者
の
中
で
９
名
の
お
子
さ

ん
を
表
彰
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
し
っ
か
り
歯
磨
き
を
し

て
、
き
れ
い
な
歯
を
守
り
ま
し
ょ
う
。  

松　

原　

琉
り
ゅ
う  

也や

く
ん 

（
魚
神
山
）   

 

尾　

崎　

永え
い　

真し
ん

く
ん 

（
御
荘
平
城
）

 

藤　

本　

紗さ　

希き

ち
ゃ
ん 

（
御
荘
平
城
）

 

黒　

田　

紗さ

依え

里り

ち
ゃ
ん 

（
蓮
乗
寺
）

 

大
久
保　

瑛え
い　

太た

く
ん 

（
城
辺
甲
）

 

井　

上　

傑ま
さ　

晴は
る

く
ん 

（
城
辺
甲
）

 

蕨　

岡　

杏あ
ん　

俐り

ち
ゃ
ん 

（
正　

木
）

 

保　

岡　

優ゆ　

奈な

ち
ゃ
ん 

（
一
本
松
）

 

宮　

谷　

愛あ
い　

香か

ち
ゃ
ん 

（
満　

倉
）
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職
員
を
紹
介
し
ま
す

◆
愛
大
南
水
研
か
ら

愛
―

１
グ
ラ
ン
プ
リ
の

出
場
者
を
募
集
し
ま
す

◆
生
涯
学
習
課
か
ら

高
齢
者
・
障
害
者
の
人
権

あ
ん
し
ん
相
談
に
つ
い
て

◆
町
民
課
か
ら

（…つづき）前回“美しさと技術は比例する”という

お話をしました。そして最後に「つづく…」と付け

足しましたが、言いたいことは全部前回お話してし

まってる気もします…（笑）なので、話をかえましょ

う!!（なんてこった!）♪先日もある方から『なんで
"テノヒラ"なの？』と名前の由来について聞かれまし

た。テノヒラって聞いて、みなさんはどんなイメー

ジを持ちますか？私の顔が浮かんだ方、100点満点!!

（笑）と、そんなことはどうでもいいですね。♪テ
ノヒラって、温かい感じがしませんか？昔、薬がな

かった時代に人々は患部に手を当てて痛みを和らげ

たといいます。これが「手当て」。テノヒラって不思

議なチカラを持ってるって思うんです。誰かに背中

をさすってもらったり、なでてもらうと気持ちがラ

クになったり安心したりするでしょう？♪自分の奏
でる音楽がそんな風に誰かのチカラになれたら、っ

て思うんです。それがテノヒラの名前の由来。他に

もいくつか理由はあるんですけど、

今回はこの辺で。いつかまたお話し

ます。（多分…笑）

(テノヒラkiku)

－あいなん音故地新－
　

神　

野　

哲て
つ　

也や
（
事
務
員
）

　

愛
南
町
と
愛
媛
大
学
の
橋
渡
し
的

役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。
両
者
が
共

に
発
展
で
き
る
よ
う
頑
張
り
ま
す
。

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

吉　

本　

喜き　

由よ
し（

事
務
補
佐
員
）

　

微
力
で
は
あ
り
ま
す
が
、
愛
南
町

と
南
水
研
の
発
展
の
た
め
に
お
役
に

立
て
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
の
で
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

「
愛
―

１
グ
ラ
ン
プ
リ
２
０
１
２
」

を
開
催
し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ

さ
い
。

日
時　

９
月
29
日（
土
）

　

受
付　

11
時
45
分
〜
12
時
30
分

　

競
技
開
始　

13
時

場
所　

南
レ
ク
城
辺
公
園
多
目
的
広
場

種
目　

60
ｍ
走
、
１
０
０
ｍ
走
、

４
×
１
０
０
ｍ
リ
レ
ー
、
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
投
げ
、
キ
ッ
ク
タ
ー
ゲ
ッ
ト
、

ロ
ン
グ
テ
ィ
ー
バ
ッ
テ
ィ
ン
グ
、
一

輪
車
競
争
、
モ
ン
ス
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス

※
各
種
目
に
は
、

参
加
資
格
が
あ
り

ま
す
。

参
加
料　

無
料

申
込
期
日

　

９
月
20
日（
木
）

申
込
み
・
問
合
せ

　

生
涯
学
習
課（
℡
７
３
―

１
１
１
１
）

　

松
山
地
方
法
務
局
及
び
愛
媛
県
人

権
擁
護
委
員
連
合
会
で
は
、
９
月
10

日（
月
）か
ら
16
日（
日
）ま
で
を
全
国

一
斉
「
高
齢
者
・
障
害
者
の
人
権
あ
ん

し
ん
相
談
」
強
化
週
間
と
し
て
、
高
齢

者
・
障
害
の
あ
る
方
の
人
権
問
題
に

関
す
る
相
談
を
人
権
擁
護
委
員
や
法

務
局
職
員
が
お
受
け
し
ま
す
。
相
談

は
無
料
で
秘
密
は
堅
く
守
ら
れ
ま
す

の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

相
談
日
時

　

９
月
10
日（
月
）〜
14
日（
金
）

　

８
時
30
分
〜
19
時

　

９
月
15
日（
土
）、
16
日（
日
）

　

10
時
〜
17
時

電
話
番
号　

全
国
統
一
電
話
番
号

　

０
５
７
０
―

０
０
３
―

１
１
０

※
予
約
不
要
で
す
。
携
帯
電
話
可
、
一

部
IP
電
話
か
ら
は
接
続
で
き
ま
せ
ん
。

相
談
内
容　

高
齢
者
・
障
害
の
あ
る

方
へ
の
差
別
的
扱
い
、
相
続
・
扶
養
問

題
等
、
高
齢
者
・
障
害
の
あ
る
方
の
人

権
問
題
に
関
す
る
あ
ら
ゆ
る
相
談

問
合
せ　

松
山
地
方
法
務
局

（
℡
０
８
９
―

９
３
２
―

０
８
８
８
）
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明
る
い
選
挙
、き
れ
い
な

選
挙
、み
ん
な
そ
ろ
っ
て

投
票
し
ま
し
ょ
う

◆
選
挙
管
理
委
員
会
か
ら

自
衛
隊
学
生
募
集
の

お
知
ら
せ

◆
総
務
課
か
ら

愛
南
グ
リ
ー
ン
・
ツ
ー
リ
ズ
ム

「
芋
ほ
り
体
験
」の

参
加
者
を
募
集
し
ま
す

◆
農
業
支
援
セ
ン
タ
ー
か
ら

平
成
24
年
10
月
21
日（
日
）は

　

愛
南
町
長
選
挙
の
投
票
日
で
す

【
期
日
前
投
票
に
つ
い
て
】

　

当
日
、
仕
事
や
レ
ジ
ャ
ー
な
ど
で

お
出
か
け
の
場
合
は
10
月
17
日（
水
）

か
ら
期
日
前
投
票
が
で
き
ま
す
。
ま

た
、
当
日
、
選
挙
権
が
あ
る
方
で
入

場
券
が
万
一
お
手
元
に
届
か
な
か
っ

た
り
、
紛
失
さ
れ
た
り
し
た
場
合
は

入
場
券
が
な
く
て
も
投
票
が
で
き
ま

す
の
で
、投
票
の
際
に
申
出
く
だ
さ
い
。

【
投
票
日
当
日
の

　

投
票
終
了
時
間
に
つ
い
て
】

　

投
票
日
当
日
は
、
終
了
時
間
を
19

時
に
繰
上
げ
し
て
い
る
投
票
所
が
18

か
所
あ
り
ま
す
。
次
の
地
区
に
お
住

ま
い
の
方
は
、
入
場
券
で
確
認
し
て

投
票
し
て
く
だ
さ
い
。

○
内
海
地
域

（
柏
地
区
を
除
く
内
海
全
域
）

○
城
辺
地
域

（
中
玉
、
脇
本
地
区
）

【
看
護
学
生（
看
護
師
）】

受
験
資
格　

高
卒（
見
込
み
含
む
。
）

で
23
歳
ま
で
の
方

第
一
次
試
験
日　

10
月
20
日（
土
）

第
一
次
試
験
地　

松
山
大
学

【
防
衛
医
科
大
学
校
学
生
】

受
験
資
格　

高
卒（
見
込
み
含
む
。
）

で
20
歳
ま
で
の
方

第
一
次
試
験
日　

10
月
27
日（
土
）、

28
日（
日
）

日
時　

９
月
22
日（
土
・
祝
）

　
　
　

10
時
〜
（
雨
天
中
止
）

場
所　

緑
乙
の
畑

定
員　

10
名
（
先
着
順
）

参
加
費　

１
人　

１
，０
０
０
円

申
込
み
・
問
合
せ

　

農
業
支
援
セ
ン
タ
ー

（
℡
７
２
―

７
３
１
１
）

第
一
次
試
験
地　

松
山
市
総
合
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

【
防
衛
大
学
校
学
生（
前
期
）】

受
験
資
格　

高
卒（
見
込
み
含
む
。
）

で
20
歳
ま
で
の
方

第
一
次
試
験
日　

11
月
10
日（
土
）、

11
日（
日)

第
一
次
試
験
地　

宇
和
島
市
役
所
ほ
か

※
い
ず
れ
も
願
書
の
受
付
期
日
は

10
月
１
日（
月
）で
す
。

問
合
せ

　

自
衛
隊
宇
和
島
地
域
事
務
所

（
℡
０
８
９
５
―

２
３
―

５
４
３
１
）

身体障害者手帳

障
害
名

１級

２級

３級

両
下
肢
、
体
幹
、

移
動
機
能
の
障
害

○

○

心
臓
、
じ
ん
臓
、

呼
吸
器
、
ぼ
う
こ
う
、

直
腸
、
小
腸
の
障
害

○

－

○

免
疫
の
障
害

○

○

○

戦傷病者手帳

障
害
名

特別項症

第1項症

第2項症

第3項症

両
下
肢
、

体
幹
の
障
害

○

○

○

心
臓
、
じ
ん
臓
、

呼
吸
器
、
ぼ
う
こ
う
、

直
腸
、
小
腸
の
障
害

○

○

○

○

介
護
保
険
の

被
保
険
者
証

要
介
護
状
態
区
分

「
要
介
護
５
」

期
日
前
投
票
の
期
間
と
場
所

期
間

10
月
17
日（
水
）〜
20
日（
土
）

時
間

８
時
30
分
〜
20
時

場
所

愛
南
町
役
場
本
庁

DE
・
あ
・
い
・
21

御
荘
支
所

一
本
松
支
所

西
海
支
所

【
郵
便
等
に
よ
る

　

不
在
者
投
票
に
つ
い
て
】

　

身
体
障
害
者
手
帳
等
を
お
持
ち
の

方
又
は
介
護
保
険
の
要
介
護
状
態
区

分
が
下
の
表
に
該
当
す
る
方
は
、
郵

便
等
に
よ
る
ご
自
宅
で
の
投
票
が
で

き
ま
す
。
事
前
に
ご
家
族
の
方
が
身

体
障
害
者
手
帳
等
を
ご
持
参
の
う

え
、
証
明
書
の
交
付
申
請
を
し
て
く

だ
さ
い
。

問
合
せ

　

愛
南
町
選
挙
管
理
委
員
会

（
℡
７
２
―

１
２
１
１
）

○
西
海
地
域

（
船
越
地
区
を
除
く
西
海
全
域
）
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作り方
①さけるチーズは半分に切り、細かく
さく。
②きゅうりは板ずりし、塩を洗い流し
て輪切りにする。
③玉ねぎは薄切りにして5分ほど水に
さらし、水気をきる。
④大葉は千切りして水にさらし、水気
を絞る。
⑤ミニトマトは4等分にする。
⑥ボールにAの調味料を入れてよく混
ぜ、冷やしておく。
⑦別のボールに①～④を入れて混ぜ、
器に盛ってミニトマトを飾る。
⑧食べる前に⑥のドレッシングをかけ
る。

愛
な
ん
料
理
レ
シ
ピ
⑮

◆
水
産
課
水
産
振
興
室
か
ら

魚
好
き
に
な
ろ
う

　

愛
南
町
食
育
推
進
協
議
会
で
は
、

「
魚
好
き
」
の
町
民
を
増
や
し
て
健
康

愛
な
ん
食
育
推
進

第
28
回

〈
毎
月
19
日
は
食
育
の
日
〉

学
校
給
食

：

愛
南
○
○
カ
レ
ー

　

９
月
は
、
16
日
に
「
愛
南
な
す
と
オ

ク
ラ
の
カ
レ
ー
」を
予
定
し
て
い
ま
す
。

作り方
①野菜はすべて千切りにし、コンブは
ハサミで細く切る。唐辛子は種を除
き、輪切りにする。
②Aの調味料で合わせ酢を作る。合わ
せ酢にコンブと唐辛子を入れる。
③小アジはエラと腹わた、ゼンゴを取っ
た後、きれいに洗って、水気を充分にふ
き取り片栗粉をまぶす。
④揚げ油で小アジをカラッとするまで
中火で揚げる。揚がった小アジは、冷ま
さずに合わせ酢に漬け込む。
⑤小アジがすべて漬かれば、上に①の野
菜をのせる。全体が漬かるようにスプー
ンで合わせ酢を野菜の上にかける。

材料（４人分）
小アジ　　　15～20尾
　　　　　　（300g～400g）
玉ねぎ　　　1/2個
人参　　　　1/3本
きゅうり　　1/2本
唐辛子　　　2～3本 
コンブ　　　3㎝×5㎝
片栗粉　　　適量
揚げ油　　　適量
A
  水　　　　 2カップ
  酢　　　　 1カップ
  しょう油　 1/2カップ
  砂糖　　　 1/2カップ

主菜：アジの南蛮漬け

材料（４人分）
さけるチーズ　1本
きゅうり　　　1/2本
玉ねぎ　　　　中1個
大葉　　　　　6枚
ミニトマト　　4個
A 
  砂糖　　　　 小さじ1
  塩　　　　　 ひとつまみ（0.6g）
  酢　　　　　 大さじ2
  しょう油　　 小さじ1
  ごま油　　　 小さじ2

副菜：きゅうりとさけるチーズのサラダ

増
進
を
図
る
と
と
も
に
、
町
民
の
魚

介
類
消
費
を
高
め
て
い
く
た
め
に
町

内
の
保
育
所
、
小
・
中
学
校
で
「
ぎ
ょ

し
ょ
く
教
育
」
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　

「
ぎ
ょ
し
ょ
く
教
育
」
と
は
、
水
産

業
を
体
系
的
に
学
習
す
る
も
の
で
、

水
産
業
に
携
わ
る
方
々
を
お
招
き
し

て
ま
き
網
漁
や
カ
ツ
オ
の
一
本
釣
り

漁
の
模
擬
体
験
を
し
な
が
ら
学
習
し

た
り
、
養
殖
場
や
市
場
の
現
地
見
学

や
愛
南
町
で
水
揚
げ
さ
れ
た
魚
を
触

り
な
が
ら
特
徴
を
知
る
体
験
学
習
を

行
っ
た
り
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
旬

の
魚
を
使
っ
た
調
理
実
習
も
取
り
入

れ
、
地
域
と
水
産
業
を
総
合
理
解
す

る
教
育
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
五
感
を
使
っ
た
体
験

型
食
育
に
よ
っ
て
、
幼
児
期
・
学
童

期
の
子
供
た
ち
の
魚
へ
の
知
見
・
興

味
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
魚

へ
の
理
解
が
深
ま
る
こ
と
で
、
魚
嫌

い
だ
っ
た
子
供
が
魚
好
き
に
好
転
す

る
な
ど
の
成
果
が
出
て
い
ま
す
。

使用している主な
愛南産農水産物

小さなアジはゼンゴと呼ばれ、南蛮漬けにすれば骨ご
と食べることができます。アジにはDHAやEPAなど血液
をサラサラにする成分が含まれています。DHAやEPAは
体内で合成できないため、アジ、イワシなどの青魚や
一部の野菜を摂取して補っていく必要があります。

アジ

使用している主な
愛南産農水産物

きゅうりは90%以上が水分ですが、カリウムや
カルシウムなどの栄養素を含んでいます。きゅ
うりの旬は夏から秋です。体を冷やしてくれる
はたらきがあるので、残暑の厳しいこの時期、火
照った体を冷ますために食べると良いでしょう。

きゅうり

栄養価（１人分）
エネルギー　  230㎉
たんぱく質　  18.3ｇ
脂質　　　      2.6ｇ

栄養価（１人分）
エネルギー　    82㎉
たんぱく質　    3.2ｇ
脂質　　　      2.7ｇ
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「
み
き
ゃ
ん
」の
デ
ザ
イ
ン

を
使
用
し
ま
せ
ん
か

◆
愛
媛
県
か
ら

９
月
の
犬
・
ね
こ
の
引
取
日

は
、次
の
と
お
り
で
す

◆
環
境
衛
生
課
か
ら

こ
ん
な
と
き
に
は
届
出
が

必
要
で
す

◆
町
民
課
か
ら

津
波
体
験
談
や
津
波
記
録
に
関
す

る
情
報
提
供
を
お
願
い
し
ま
す

◆
愛
媛
県
か
ら

　

５
日
・
12
日
・
19
日

　

水
曜
日
の
８
時
30
分
〜
10
時

10
月
の
引
取
日
は
、

　

３
日
・
10
日
・
17
日
・
31
日

　

水
曜
日
の
８
時
30
分
〜
10
時

　

引
取
り
に
つ
い
て
は
、
決
め
ら

れ
た
時
間
内
に
、
認
め
印
を
持
っ
て

環
境
衛
生
課
又
は
各
支
所
ま
で
連

れ
て
来
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
飼
い

犬
・
飼
い
ね
こ
の
場
合
は
、
有
料（
愛

媛
県
収
入
証
紙
が
必
要
）で
す
の
で

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

　

環
境
衛
生
課（
℡
７
２
―

７
３
１
６
）

　

国
民
年
金
は
、
日
本
に
住
む
20
歳

以
上
60
歳
未
満
の
す
べ
て
の
方
が
加

入
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
届
出

は
加
入
す
る
時
だ
け
で
な
く
、
被
保

険
者
の
種
別
が
変
わ
っ
た
と
き
に
も

必
要
で
す
。
も
し
、
届
出
さ
れ
な

か
っ
た
場
合
、
年
金
額
が
少
な
く

な
っ
た
り
受
け
取
れ
な
い
場
合
も

あ
り
ま
す
の
で
、
必
ず
届
出
を
し
ま

し
ょ
う
。

○
20
歳
に
な
っ
た
と
き
（
厚
生
年
金

や
共
済
年
金
加
入
者
を
除
く
。）

　
　

第
１
号
被
保
険
者
と
な
り
ま
す

の
で
、
印
鑑
（
本
人
自
署
の
場
合

は
不
要
）
を
ご
持
参
の
う
え
、
住

所
地
の
市
町
村
で
手
続
を
し
て
く

だ
さ
い
。

○
退
職
し
た
時
（
厚
生
年
金
や
共
済

年
金
加
入
者
の
場
合
）

　
　

第
２
号
被
保
険
者
か
ら
第
１
号

被
保
険
者
に
な
り
ま
す
の
で
、

印
鑑
（
本
人
自
署
の
場
合
は
不

要
）
、
年
金
手
帳
、
退
職
の
日
が

わ
か
る
資
料
を
ご
持
参
の
う
え
、

住
所
地
の
市
町
村
で
手
続
を
し
て

く
だ
さ
い
。

○
配
偶
者
に
扶
養
さ
れ
て
い
た
が
、

配
偶
者
が
厚
生
年
金
、
共
済
年
金

を
辞
め
た
と
き

今
月
の
社
会
保
険
・

　
　
　
　

年
金
一
日
相
談

 

○
９
月
19
日（
水
）

　

 

10
時
〜
15
時
30
分

　

 

（
城
辺
商
工
会
館
２
階
）

　
　

第
３
号
被
保
険
者
か
ら
第
１
号

被
保
険
者
へ
異
動
と
な
り
ま
す
の

で
、
印
鑑
（
本
人
自
署
の
場
合
は

不
要
）
、
年
金
手
帳
、
配
偶
者
の

退
職
日
が
わ
か
る
資
料
を
ご
持
参

の
う
え
、
住
所
地
の
市
町
村
で
手

続
を
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ 

　

宇
和
島
年
金
事
務
所

（
℡
０
８
９
５
―

２
２
―

５
３
４
４
）

　

町
民
課（
℡
７
２
―

７
３
０
０
）

　

愛
媛
県
の
イ
メ
ー

ジ
ア
ッ
プ
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
「
み
き
ゃ
ん
」

の
デ
ザ
イ
ン
が
、

民
間
の
方
が
作
る
商
品
な
ど
に
も
使

用
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

使
用
申
請
の
方
法
な
ど
詳
し
く
は
、

愛
媛
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。（http://w

w
w
.pref.ehim

e.

jp/h1
2
2
0
0
/m
ican-kanzum

e/

）

問
合
せ

　

県
庁
広
報
広
聴
課

（
℡
０
８
９
―

９
１
２
―

２
２
４
１
）

　

愛
媛
県
で
は
、
過
去
に
県
内
沿
岸

部
に
押
し
寄
せ
た
津
波
の
歴
史
記
録

や
痕
跡
等
の
「
津
波
痕
跡
調
査
」
を
実

施
し
て
い
ま
す
。
今
後
の
津
波
対
策

に
活
用
す
る
た
め
「
実
際
に
昭
和
南

海
地
震
を
体
験
し
た
」「
過
去
の
津
波

に
関
す
る
伝
承
・
文
献
が
我
が
家
に

残
っ
て
い
る
」
と
い
っ
た
、
当
時
の
津

波
情
報
の
提
供
に
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。
詳
し
く
は
、
愛
媛
県
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

(http
://w
w
w
.p
ref.ehim

e.jp
/b
o
sai/

tsunam
i/konseki.htm

l)

募
集
期
間　

９
月
28
日（
金
）ま
で

問
合
せ　

県
庁
危
機
管
理
課

（
℡
０
８
９
―

９
１
２
―

１
０
０
０
）
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保健事業のお知らせ（９／６～１０／５）

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講

座
の
受
講
者
を
募
集
し
ま
す

◆
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
か
ら

高
齢
者
・
障
害
者
の
た
め
の

成
年
後
見
相
談
会
の
ご
案
内

◆
愛
媛
県
司
法
書
士
会
か
ら

　

認
知
症
の
方
と
そ
の
家
族
を
支

え
、
誰
も
が
暮
ら
し
や
す
い
地
域
を

つ
く
る
運
動
「
認
知
症
を
知
り
地
域

を
つ
く
る
10
ヵ
年
」
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

が
全
国
で
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。
認

知
症
を
正
し
く
理
解
し
て
い
た
だ
く

こ
と
や
ち
ょ
っ
と
し
た
見
守
り
・
手

助
け
を
し
て
い
た
だ
く
こ
と
で
、
認

知
症
の
方
や
そ
の
ご
家
族
は
、
住
み

慣
れ
た
場
所
で
安
心
し
て
暮
ら
す
こ

と
が
で
き
ま
す
。
愛
南
町
で
も
、
認

知
症
の
方
の
杖
と
な
っ
て
い
た
だ
け

る
「
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
」
を
養
成

し
て
い
ま
す
。

対
象
者

　

個
人
や
団
体
、
職
域
、
学
校
等

※
受
講
希
望
者
３
名
以
上
で
講
座
を

開
催
し
ま
す
。
仲
間
同
士
で
の
受
講

や
職
場
研
修
、
総
合
学
習
等
の
一
環

と
し
て
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

講
師　

愛
南
町
認
知
症
キ
ャ
ラ
バ

ン
・
メ
イ
ト

受
講
時
間　

60
〜
90
分
程
度

日
程
等　

ご
要
望
に
合
わ
せ
て
調
整

し
ま
す
。

受
講
料　

無
料

　

講
座
修
了
時
に
は
、
認
知
症
サ

ポ
ー
タ
ー
の
印
で
あ
る
オ
レ
ン
ジ
リ

ン
グ
を
進
呈
し
ま
す
。

申
込
み
・
問
合
せ

　

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
事
務
局

　

（
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
内
）

（
℡
７
２
―

７
３
２
５
）

各種健（検）診
内　容 月　日 曜日 場　所 受付時間

胃がん検診 ９
月

  7日 金 久良ふるさとセンター ７：００～  ８：３０

13日 木
網代消防倉庫前 ７：００～  ７：１５

家串公民館 ８：００～  ９：００

14日 金 内海保健センター ７：００～  ８：３０

乳・子宮頸がん検診
骨粗鬆症検診

９
月

12日 水 城辺保健福祉センター
９：００～１０：３０

１２：３０～１４：００

21日 金 緑基幹集落センター １２：３０～１４：００

25日 火 中浦交流館 １２：３０～１４：００

28日 金 御荘文化センター
９：００～１０：３０

１２：３０～１４：００

10
月
  1日 月 御荘菊川農村研修センター １２：３０～１４：００

  4日 木 赤水公民館 １２：３０～１４：００

乳幼児健康診査
内　容 月　日 曜日 場　所 対象年齢

5歳児健診 9
月

11日 火
城辺保健福祉センター

H１９年６月  １日～７月３１日生まれ

乳児健診 25日 火 H２４年１月１１日～３月１０日生まれ

育児相談
内　容 月　日 曜日 場　所 受付時間

みるく広場

９
月

  7日 金 一本松保健センター ９：３０～１１：００

げんきっ子 12日 水 内海保健センター ９：３０～１１：３０

すくすく相談 19日 水 城辺保健福祉センター ９：３０～１１：００

うみのこ広場 20日 木
西海支所２階
親子ふれあい交流室

９：３０～１１：３０

みなみっ子 24日 月 御荘夢創造館 ９：３０～１１：３０

その他
内　容 月　日 曜日 場　所 時　　間

病態栄養相談
９
月

18日 火 城辺保健福祉センター
１３：３０～１５：３０

※要事前申込み

乳児栄養相談
「もぐもぐ教室」

27日 木 城辺保健福祉センター
１３：３０～１５：３０

※要事前申込み

　

愛
媛
県
司
法
書
士
会
と
リ
ー
ガ
ル

サ
ポ
ー
ト
え
ひ
め
支
部
で
は
、
認
知

症
高
齢
者
又
は
障
害
者
の
ご
家
族
の

方
や
支
援
を
行
っ
て
い
る
関
係
者
の

方
々
、
将
来
に
備
え
て
遺
言
や
任
意

後
見
を
考
え
て
い
る
方
な
ど
の
た
め

に
司
法
書
士
に
よ
る
無
料
相
談
会
を

行
い
ま
す
。
予
約
は
不
要
で
す
。
お

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

日
時　

９
月
22
日（
土
・
祝
）

10
時
〜
15
時（
受
付
は
14
時
30
分
ま
で
）

会
場　

御
荘
文
化
セ
ン
タ
ー

相
談
内
容　

成
年
後
見
・
相
続
・
遺

言
・
悪
質
商
法
に
関
す
る
相
談

問
合
せ　

リ
ー
ガ
ル
サ
ポ
ー
ト
え
ひ
め
支
部

（
℡
０
８
９
―

９
４
１
―

８
０
６
５
）
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蛍光管は電気店又は環境衛生センターへ

９、１０月の新聞・雑誌・ダンボール等、収集日のお知らせ

 

税
務
課
等
か
ら

９
月
納
税
等
の
お
知
ら
せ

９・１０月行事予定表

第１日曜日   2日 西本病院 御荘平城 ☎73-2121
第２日曜日   9日 福浦診療所 福　　浦 ☎83-0510
第３日曜日 16日 県立南宇和病院 城 辺 甲 ☎72-1231
敬 老 の 日 17日 福岡内科外科医院 一 本 松 ☎84-3600
秋 分 の 日 22日 粉川ファミリークリニック 城 辺 甲 ☎72-2111
第４日曜日 23日 西本病院 御荘平城 ☎73-2121
第５日曜日 30日 県立南宇和病院 城 辺 甲 ☎72-1231
備考１．診療時間は午前９時から午後４時まで。
　　２．診療科目は内科系の救急患者とします。

日曜日・祝祭日 県立南宇和病院 城 辺 甲 ☎72-1231

９月の当直医
一　般　内　科

救　急　担　当

国

民

健

康

保

険

税

4期分/

10期分

介

護

保

険

料

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

3期分/

9期分

保

育

所

保

育

料

月末

下

水

道

使

用

料

町
税
を
滞
納
し
て
い
る
方
に
は
、
ま
ず
督
促
状

に
よ
っ
て
納
税
を
促
し
て
い
ま
す
。
町
税
を
滞

納
さ
れ
ま
す
と
、
本
来
、
納
め
る
べ
き
税
額
の
ほ
か

に
延
滞
金
が
か
か
り
ま
す
。

❶
町
税
等
、
住
宅
使
用
料
、
住
宅
共
益
費
、
駐
車

場
使
用
料
は
、
毎
月
、
当
月
分
が
月
末
に
振
替

と
な
り
ま
す
。

❷
上
水
道
使
用
料
・
簡
易
水
道
使
用
料
の
振
替

日
は
毎
月
21
日
、
再
振
替
日
は
翌
月
の
10
日

で
す
。

※
該
当
日
が
休
日
の
場
合
は
、翌
日
と
な
り
ま
す
。

城　辺

中
玉
バ
ス
停
跡
、
旧
深
浦
漁
協
冷
蔵
庫
前
、
久
良
ふ
る
さ
と
セ
ン
タ
ー
・
深
浦

公
民
館
、
小
屋
ノ
浦
・
古
月
・
鯆
越
・
脇
本
各
集
会
所

9/28

10/29

僧
都
ふ
れ
あ
い
交
流
館
、
緑
基
幹
集
落
セ
ン
タ
ー
、
三
島
団
地
、
愛
南
町
役

場
、
山
出
・
太
場
・
豊
田
・
長
野
各
集
会
所
、
中
ノ
谷
・
鼻
共
同
住
宅
横

9/26

10/25

城
の
辺
学
習
館
、
東
海
公
民
館
、
矢
の
町
・
松
本
・
蓮
乗
寺
・
敦
盛
各
集
会

所

9/24

10/23

西　海

中
泊
埋
立
駐
車
場
、
西
海
支
所
、
西
海
保
健
セ
ン
タ
ー
、
外
泊
・
内
泊
・
船
越
・

小
浦
・
弓
立
・
越
田
各
集
会
所

9/20

10/19

武
者
泊
消
防
車
庫
前
、
麦
ケ
浦
バ
ス
停
裏
、
福
浦
駐
在
所
手
前
、
樽
見
小
学
校

跡
、
大
成
川
・
小
成
川
・
下
久
家
・
久
家
各
集
会
所

9/18

10/17

一本松

内
尾
串
駐
輪
場
、
上
大
道
公
民
館
、
広
見
・
中
川
各
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
、
一
本
松
・
満
倉
・
小
山
本
村
・
正
木
各
集
会
所

9/13

10/15

内海

大
敷
貞
芳
作
業
所
、
荒
樫
、
魚
神
山
亀
井
作
業
場
、
油
袋
漁
民
セ
ン
タ
ー
、

旧
川
村
光
男
作
業
場
、
兵
頭
郁
生
さ
ん
宅
前
、
旧
内
海
支
所
、
魚
神
山
船
越
・

平
碆
・
柏
崎
各
集
会
所

9/11

10/11

御　荘

馬
場
消
防
詰
所
横
、
和
口
町
営
住
宅
駐
車
場
、
和
口
第
二
・
馬
瀬
・
深
泥
・
寺

新
町
各
集
会
所
、
節
崎
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

9/7

10/9

御
荘
菊
川
農
村
研
修
セ
ン
タ
ー
、
御
荘
文
化
セ
ン
タ
ー
、
平
山
・
長
洲
・
長
崎
・

貝
塚
・
八
幡
野
各
集
会
所

9/5

10/4

中
浦
漁
村
振
興
セ
ン
タ
ー
、
御
荘
中
学
校
前
、
赤
水
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
、

長
月
公
民
館
、
猿
鳴
・
左
右
水
・
尻
貝
・
高
畑
各
集
会
所

9/3

10/2

日 曜 時　間 行事名 場　所

９月

1 土
12：00～21：00 八朔相撲大会

緑基幹集落
センター土俵

13：30～15：00 第1回 生涯学習講座 御荘文化センター

2 日

9：30～12：10 愛南町総合防災訓練
中浦小学校
グラウンドほか

9：00～13：00
愛媛スポレク祭2012
ジュニアソフトボール大会

南宇和予選

南レク御荘
多目的広場

8：30～15：30
第22回 
どろんこサッカー大会

篠山小学校
体育館横

3 月 9：00～16：00 消費生活相談員相談日 役場本庁

5 水 12：30～16：00
愛媛スポレク祭2012
クロッケー愛南町予選会

南レク御荘
多目的広場

8 土
8：00～13：00

愛南町グラウンドゴルフ協会会員
大会愛媛スポレク祭愛南町予選会

あけぼの
グラウンド

15：00～　 　
灯籠が消えるまで

街道灯籠祭り愛南2012
山街道をゆく

山出・僧都地区
（山出憩いの里温泉周辺）

9 日 8：30～16：00
平成24年度愛媛県下
軟式野球選手権

南宇和支部予選
南レク城辺球場

10 月 9：00～16：00 消費生活相談員相談日 役場本庁

12 水 13：00～15：00 行政相談 城の辺学習館ほか

29 土
12：30～17：00

第6回 愛－１
グランプリ２０１２

南レク城辺
多目的広場

13：00～16：30
スキューバ
ダイビング交流会

鹿島
コーラルビーチ

30 日 9：30～15：30
スキューバ
ダイビング交流会

鹿島・横島

１０月
1 月 9：00～16：00 消費生活相談員相談日 役場本庁

6 土

8：30～17：00
第46回 南宇和郡
中学校新人総合体育大会

南レク城辺
球場ほか

14：00～16：00
どろんこサッカー大会
フォトコンテスト

公開審査会

篠山小学校
体育館

10 水 13：00～15：00 行政相談 城の辺学習館

14 日 8：30～17：00
第8回 
スポーツフェスタIN愛南

南レク
城辺球場ほか

15 月 9：00～16：00 消費生活相談員相談日 役場本庁

16 火 8：30～16：00
第32回 南宇和郡
小学校陸上競技大会

南レク城辺
多目的広場

20 土 13：30～15：00 第2回 生涯学習講座 御荘文化センター

21 日 8：30～15：00
第8回 愛南町
スポーツ少年大会
ソフトボール競技

あけぼの
グラウンド

27 土
8：30～15：00

第19回 愛媛県
秋季学童軟式野球大会

南レク
城辺球場

5：00～17：00 あいなん磯釣大会 内海・西海地域

28 日

9：00～15：00
第19回 愛媛県
秋季学童軟式野球大会

南レク
城辺球場

9：00～13：30
愛南サッカー
フェスティバル2012

（キッズの部）

南レク
城辺球技場

愛いっぱい愛南産直市
９月２５日（火）～１０月１日（月）

時間　10：00～19：00　　場所　松山三越
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　えひめ南予いやし博2012
の一環で、「あいなん鹿島 
まるドキ☆キャンプ」が鹿
島ほかで行われ、町外から
23名が参加しました。参加
者は、まず、鹿島でシュノー
ケリングやバナナボート体
験、スイカ割りなどを楽しみ
ました。その後、渡船で由良半島周辺を遊覧し、宿泊場所
の旧魚神山小学校に到着した一行は、愛南の特産品を使
用したバーベキューに舌鼓を打ち、ドラム缶風呂で1日の
疲れを癒しました。翌日は、旧満倉小学校で行われた「グ
リーン・ツーリズムフェスタ2012」に参加するなど愛南
町の自然や文化を満喫し、
子どもたちだけでなく、参
加者全員にとって愛南町で
の最高の「夏の思い出」と
なったようです。

に け ー し ょ ん

　この夏も鹿島の桟橋は海水浴客で賑わっていまし

た。多くの人は気付かずに通り過ぎてしまいますが、こ

の桟橋にはキンメモドキの大群が住み着いています。

　キンメモドキは大きさが5cm程度の小さな魚です。ピ

ンク色をした美しい魚で、何千、何万という大きな群れ

をつくることが知られています。ここに住み着いている

群れもかなり大きいのですが、多すぎて、何匹いるのか見当もつきません。群れは、丸くなった

り、細長くなったり、くねくねと形を変え、いつまで見ていても飽きることがありません。これは

一匹の大きな生き物のように見せ、外敵から身を守っているのです。ふと気づくと群れの回りに

は、肉食の魚たちが、群れからはぐれるキンメモドキを狙っていました。

　集団行動のできないものは生きていくことができません。厳しい野生のおきてがここにはあ

ります。                 (キンメモドキ 鹿島 水深2m 2012.8.06)環境省自然公園指導員  西尾知
と も て る

照

　本日! 海
う み び よ り

日和!!「ぎょ、ぎょ、ぎょ～」

7/28・29 まるドキ☆キャンプ ～夏休みの「思い出づくり」～
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愛 南 こ み ゅ
7/21

　一本松商店街周辺で「一本松夏まつり」が開催され、歩行者天国となった商店街周辺に
は各種団体による出店が並び、餅まきや地元アマチュアバンドライブなどが行われまし
た。また、会場からほど近い出雲大社一本松教会には茅の束で作った大きな輪をくぐる
「輪抜け」に多くの参詣者が訪れました。町内では今年最初の夏祭りとあって、多くの浴
衣姿の子どもたちや家族連れが夏の風物詩を楽しみました。

一本松夏まつり

　御荘平山の御荘病院で恒例の
「御荘病院夏祭り」が開催され、
浴衣姿の親子連れなど約900名の
来場者で賑わいました。「御荘病
院夏祭り」は、患者の方々と地域
住民の交流を目的に開催され、今年で26回目を迎えました。
　会場では、大勢のボランティアスタッフにより物産販売や
金魚すくい、射的ゲームなどが出店され、特設ステージで
は、らくさぶろうさんを進行役に浴衣美人&甚平美男コンテス
トやTシャツの10枚重ね着などを競う夏祭リンピックなどの楽
しい催しで盛り上がりました。フィナーレでは約100発の花火
が打ち上げられ、御荘湾を鮮やかに照らし出していました。

8/2 御荘病院夏祭り

　町内小・中学校などから募集した俳句を清書したあんどん約300個で飾られた城辺商店
街に多くの団体や露天商の出店が並ぶ中、「城辺夏まつり」が賑やかに行われました。
　城辺小学校トランペット鼓隊を先頭に各種団体による「愛南音頭」の踊りパレードで始
まり、商工会城辺支所前広場の特設ステージでは恒例の餅まき、缶ジュース積み上げ大会
やダブルネームスペシャルものまねライブなどが、また、城辺古町の特設ステージでは生
バンドライブが行われ、多くの家族連れで賑わいました。

8/5 城辺夏まつり
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元
気
い
っ
ぱ
い

　

ア
イ
・
あ
い
・
愛
ラ
ン
ド　愛媛県総合運動公園陸上競技場で、「全国小学生陸上競技交流大会 

最終選考会」が行われ、本町からは愛南町スポーツ少年団から23名の

選手が参加しました。この大会で男子走り幅跳びに出場し、4m66cm

の好成績で優勝した伊勢雄
ゆう せ い

成くん(家串小6年)が、8月24日、25日に神

奈川県の日産スタジアムで開催された「日清食品カップ 第28回全国

小学生陸上競技交流大会」に出場しました。

全国小学生陸上競技交流大会
最終選考会～走り幅跳びで全国大会出場～

7/　

 16

　南レク城辺公園芝球技場ほかで、「愛南サッカーフェスティバル2012」が行われました。7月21日、22
日には小学4年生以下の部に16チーム、小学6年生以下の部に24チームが、また、7月28日、29日には、中
学2年生以下の部に16チームが参加して熱戦を繰り広げました。
【大会結果は次のとおり】

小学4年生以下の部 優勝 城辺少年サッカークラブA  準優勝 鬼北TIGRINHO.FC

小学6年生以下の部 優勝 喜多サッカースポーツ少年団  準優勝 浮穴サッカー部スポーツ少年団

中学2年生以下の部 優勝 宿毛中学校  準優勝 一本松中学校

愛南サッカーフェスティバル21、22・
28、29

男子走り幅跳び 優勝 伊勢雄成くん

小学4年生以下の部 優勝 城辺少年サッカークラブA 中学2年生以下の部 準優勝 一本松中学校

　「平成23年度B&Gウォーターマラ

ソン」(平成23年度B&G海洋センター

開館日数 298日)で、猪﨑 満
みちる

さん(福

浦)と大黒 吏
つかさ

さん(御荘平城)が、とも

に参加日数298日、総距離数596km

で、上田利
と し は る

治さん(広見)が同じく292

日、584kmで特別賞を受賞しました。

これからも健康づくりに励んでほし

いと思います。

B&Gウォーターマラソン特別賞
7/　

 12

▼

猪﨑 満さん(写真左)と
　大黒吏さん

7/
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　城辺小学校プールで、「南宇和郡小学校水泳競技大会」が行われ、町内の小学校から選抜された選手
が、毎日のように練習した成果を存分に発揮しました。
【大会の記録は次のとおり(1位入賞の大会新記録のみ掲載)】

自由形 男子50m　清水鼓
こ て つ

哲(船越小6年) 30秒1

　　　 女子25m 　清水愛
あ い こ

子(平城小6年) 16秒0

　　　 女子50m 　山岡美
み さ こ

沙子(平城小6年) 33秒9

平泳ぎ 男子100m　益田謙
け ん し ろ う

志郎(平城小6年) 1分30秒0

背泳ぎ 男子50m　益田 武
たける

(城辺小6年) 39秒3

バタフライ 男子50m　清水鼓哲 33秒2

　　　　　 女子25m　山本音
と わ

羽(平城小6年) 17秒6

　　　　　 女子50m　山本音羽 38秒1

個人メドレー 男子75m　益田謙志郎 1分01秒0

200mリレー 男子　平城小(尾﨑光
み つ き

貴・尾﨑優
ゆう せ い

誠・益田謙志郎・山上 翔
しょう

) 2分23秒4

      　　　  女子　平城小(山岡美沙子・山本音羽・早田 翼
つばさ

・清水愛子) 2分23秒8

南宇和郡小学校水泳競技大会
7/　

 24

　「第43回 全国ママさんバレーボール大会」が三重県営サン
アリーナで開催され、愛媛県代表として愛南町から出場した
インティ御荘が、全国の舞台で優秀な成績を収めました。
　大会は、出場48チームを4ブロックに振り分け、トーナメン
ト方式で勝敗を争いました。
【大会結果は次のとおり】

A組(12チーム)
インティ御荘 2‐0 今立四ツ葉ママ(福井県)
        〃        2‐0 城西体協(香川県)
        〃        0‐2 朝飛(新潟県)　　※インティ御荘は、A組準優勝

全国ママさんバレーボール大会
7/　

24～27

　松山市中島で、「第33回 B&Gスポーツ大会愛媛県大会 マリンスポーツ
部門大会」が行われ、県内のB&G海洋センター・クラブの小・中学生約
40名が真夏の暑い日差しの下、ローボートやシングルカヌー、オプティ
ミスト(OP)ディンギーの3種目で熱戦を繰り広げました。
　本町からは御荘B&G海洋クラブの13名が参加して好成績を収めまし
た。
【大会結果は次のとおり(本町選手のみ掲載)】

ローボート種目
男子の部
優勝  愛南町御荘(本多研

け ん ご

吾・清家 龍
りゅう

・池田昂
こ う き

輝・牧野唯
ゆ い と

篤)2分16秒17

女子の部
準優勝 愛南町御荘(芝田早

さ き

希・浅海実
み の り

里・牧野柚
ゆ ず ほ

穂・上田水
み き

葵)2分19秒51

シングルカヌー種目 小学生男子の部
優勝 池田昂輝(平城小)1分40秒90  準優勝 清家 龍(平城小)1分43秒71

中学生男子の部 優勝 岸田有
ゆ う き

生(一本松中)1分32秒34

　　　　　　　 準優勝 本多研吾(御荘中)1分34秒49

中学生女子の部 優勝 芝田早希(御荘中)1分44秒05

OPディンギー種目 小学生の部 優勝 増本皐
た か と

人(城辺小)

マリンスポーツで大活躍
7/　

 30

ローボート

ディンギー
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　一本松交流促進センターで、四国西南地域から45チーム約250名が参加して「第29回四国西南地区少年
剣道大会」が行われました。
【大会結果は次のとおり(本町選手のみ掲載)】

個人戦

小学生男子の部  優勝 藤田脩
し ゅ う と

人(深浦スポーツ少年団)

小学生女子の部  優勝 上杉奈
な な

々(深浦スポーツ少年団) 準優勝 藤田茉
ま ひ ろ

央(深浦スポーツ少年団)

　　　　　　　  3位 山口李
り お

生(久良少年剣道会) 3位 赤松 藍
ら ん

(城辺子供剣道会)

中学生男子の部  優勝 山本怜
れ い じ

司(城辺中) 準優勝 岡本雄
ゆ う ひ

飛(一本松中)

         　　　　  3位 本多悠
ゆ う ま

馬(城辺中) 3位 武内大
ひ ろ ま さ

昌(一本松中)

中学生女子の部  優勝 久德真
ま こ

子(城辺中) 準優勝 二神明
あ す み

日美(城辺中)

         　　　　  3位 中井亜
あ き

紀(城辺中) 3位 中井亜
あ み

美(城辺中)

団体戦

小学生低学年の部 優勝 城辺子供剣道会 準優勝 平城剣道会

小学生高学年の部 優勝 深浦スポーツ少年団

中学生男子の部  優勝 一本松中学校

中学生女子の部  優勝 城辺中学校 準優勝 城辺中学校スポーツ少年団

南宇和剣道会長賞 小学生の部 藤田脩人 中学生の部 山本怜司

四国西南地区少年剣道大会
8/　

 12

個人戦各部門優勝者

　「第6回 わんぱく相撲宇和島場所」

(4/30 宇和島市営闘牛場特設土俵)4年生

の部で優勝した森岡夢
ゆ め じ

次くん(僧都小)

が、7月29日に両国国技館(東京都)で開

催された「第28回 わんぱく相撲全国大会」に出場し、地区予選を勝

ち抜いた強豪の胸を借りました。

　また、8月5日に行われた「愛媛県小学生相撲選手権大会」(愛媛県

総合運動公園相撲場)では、個人戦2年生の部で、橋本柊
と う わ

羽くん(平城小)が優勝、同じく5年生の部で清水

幸
こ う の す け

之助くん(平城小)が、6年生の部では土居佑
ゆ う や

也くん(平城小)がそれぞれ準優勝と大活躍しました。

少年力士が大活躍
8/　

 5
7/　

29・

全国大会出場 森岡くん

写真左から土居くん、橋本くん、
清水くん

　「第42回 全国中学校剣道大会」が越谷市立総合体育館(埼玉県)で開催さ

れ、「愛媛県中学校総合体育大会」(7/23、24 愛媛県武道館)で同全国大会

の出場権を得た城辺中学校女子剣道部が、全国の精鋭が集まる舞台で堂々

とした戦いぶりをみせました。

　団体戦は、予選リーグE組で潮田中(神奈川県)に1- 0で勝利したものの、

宮崎中(宮崎県)に1- 2で惜敗し、1勝1敗で予選リーグ敗退となりましたが、

個人戦に出場した久德真
ま こ

子さん(3年)は、並み居る強豪を連破し、見事全国

第3位となりました。

【個人戦結果は次のとおり
  (準々決勝までの4回戦は省略)】

準々決勝 久德 メ -     北條(神奈川県 金旭中)
準決勝    久德     - メ 木澤(岡山県 玉島東中)

城辺中女子剣道部が全国大会で大活躍
～久德真子選手が個人戦第 3位～

8/　

18～20

写真左から吉田千
せ ん り

莉さん、立花百
も も か

香さん、中井

亜
あ き

紀さん、久德真
ま こ

子さん、中井亜
あ み

美さん、児島

哉
な お や

也監督
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あなたの子育てをサポートします
実施場所 問合せ 内　容 開設日 開設時間 9月のお知らせ

はまゆう乳幼児保育所
地域子育て支援センター
「どんぐりの会」

はまゆう

乳幼児保育所内

７２－４３２８

サークル活動
月   

火・木   
園庭・保育室開放 水・金   

育児（電話）相談
月～金   
土   

御荘子育て
支援センター
「こあら」

御荘保育所内

７２－０５９８

サークル活動 月・水・金   
園 庭 等 開 放 火・木  
育児（電話）相談 月～金  

うみのこ広場 出張場所：西海支所２階 サークル活動 第3木曜  

こぶたの広場
プラザじょうへん内

７３－２２８８
詳しくは「こぶた通信」に記載

育児相談・
つどいと交流
各種ワークショップ

日～金   

御荘文化センター
「あいなん子育て
応援グループ」

生涯学習課内

７３－１１１１
子育て 

  (電話)相談
木曜

 

～
～
～
～
～
～
～
～

～

～

～

１２：００  
８：００
８：００
８：００
８：００
８：３０
８：３０
８：３０

９：３０

１０：００

１３：００

１７：００  
１３：００
１７：００
１７：００
１２：００
１３：３０
１３：３０
１７：１５

１１：３０

１６：００

１６：００

笑
顔
い
っ
ぱ
い
。
愛
な
ん
っ
こ

●11日(火)
　キッズ体操

●6日(木)ポケット講習
  ベビーマッサージ
  ※要予約
●12日(水)わんぱく
  ボディーペインティング
●24日(月)世代間交流 

●3日(月)、12日(水)、
14日(金)、19日(水)
は御荘夢創造館で行
います。

家串
保育所

●13日(木)、27日(木)
　その他の曜日は、
　問合せください。

長崎
保育所

柏
保育所
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宇
和
島
検
察
審
査
会

検
察
審
査
会
Ｄ
Ｖ
Ｄ

貸
出
し
の
ご
案
内

10
月
１
日（
月
）か
ら
７
日（
日
）は

「
公
証
週
間
」で
す

宇
和
島
公
証
役
場
か
ら

　

検
察
審
査
会
は
、
選
挙
権
を
有

す
る
国
民
の
中
か
ら
く
じ
で
選
ば

れ
た
11
名
の
検
察
審
査
員
が
、
検

察
官
が
行
っ
た
不
起
訴
処
分
の
当

否
を
審
査
す
る
制
度
で
す
。
現

◆
み
な
み
う
わ
俳
句
会

石
鎚
を
堂
々
跨
ぐ
雲
の
峰　
　
　
　
　
　
　
　
　

長
尾　

則
夫

納
骨
の
読
経
青
田
を
流
れ
け
り　
　
　
　
　
　
　

中
川
千
代
子

放
牧
の
牛
眠
り
を
り
夏
あ
ざ
み
薊　
　
　
　
　
　
　
　
　

木
村　

智
子

老
後
と
は
他
人
事
な
り
草
を
刈
る　
　
　
　
　
　

宮
下　

峰
月

藍
浴
衣
夕
暮
れ
て
よ
り
大
人
び
る　
　
　
　
　
　

濵　
　

初
榮

七
夕
や
上
京
久
し
き
娘こ

の
疎
遠　
　
　
　
　
　
　

田
口
ひ
さ
子

伊
予
灘
望
む
ド
ラ
イ
ブ
イ
ン
の
ソ
ー
ダ
水　
　
　

小
島　

泰
子

や
も
り
鳴
く
声
に
目
覚
め
し
旅
の
宿　
　
　
　
　

若
林
八
重
子

◆
御
荘
俳
句
会

人
去
り
て
心
深
き
や
秋
の
暮　
　
　
　
　
　
　
　

矢
鋪　
　

都   

陽
を
集
め
自
在
に
遊
ぶ
芋
の
露　
　
　
　
　
　
　

尾
﨑　

松
恵

な
ぞ
り
読
む
句
碑
に
か
か
り
し
こ
ぼ
れ
萩　
　
　

加
洲
勢
津
子

辞
書
開
き
一
字
を
さ
が
す
夜
の
秋　
　
　
　
　
　

山
本　

金
子

◆
檳
榔
子

時
止
め
て
廃
屋
覆
う
時
計
草　
　
　
　
　
　
　
　

若
林
八
重
子

螢ほ
う
た
るや
宇
宙
へ
旅
行
く
人
も
あ
り　
　
　
　
　
　
　

若
山　

節
子

児
が
描
く
か
ま
き
り
の
鎌
太
か
り
し　
　
　
　
　

山
口　

和
子

沈
下
橋
渡
る
背
に
聴
く
河か

鹿じ
か

笛ぶ
え　
　
　
　
　
　
　

小
島　

泰
子

先
生
の
授
乳
時
間
や
麦
の
秋　
　
　
　
　
　
　
　

吉
田　

朝
子

河こ
う
ほ
ね骨
や
姉
の
望
郷
ひ
た
す
ら
に　
　
　
　
　
　
　

吉
田
モ
ミ
ヱ

虫
の
音ね

や
池
畔
の
闇
に
耳
あ
ず
け　
　
　
　
　
　

濵
野　

康
子

夏
蝶
の
羽
根
た
た
む
草
の
揺
り
籠　
　
　
　
　
　

山
口　
　

菫

今
日
の
灯
を
消
し
て
白
百
合
香
り
た
つ　
　
　
　

三
好
ミ
キ
ヱ

◆
西
海
俳
句
会

梅
雨
し
と
ど
朝
湯
に
ひ
と
り
と
っ
ぷ
り
と　
　
　

吉
田　

久
江

短
夜
の
夢
の
亡
き
友
七
回
忌　
　
　
　
　
　
　
　

吉
田　

笑
代

夏
祭
師
と
友
の
恋
今
い
か
に　
　
　
　
　
　
　
　

利
根
早
智
江

麦
飯
の
下
層
は
父
の
べ
ん
と
う
に　
　
　
　
　
　

吉
田　

朝
子

橋
い
っ
ぱ
い
に
烏
賊
干
し
漁
戸
の
昼
寝
か
な　
　

吉
田　

弘
定

◆
新
く
さ
の
葉
短
歌
会
（
は
こ
べ
）

紙
き
れ
に
メ
モ
し
て
置
き
し
今
日
の
歌
メ
モ
の
わ
が
文
字
読
め
ず
歌
な
し　
　
　
　

土
居　
　

清

弱
り
た
る
九
十
二
歳
を
励
ま
し
て
茄
子
も
ト
マ
ト
も
生
き
生
き
と
伸
ぶ　
　
　
　
　

倉
田
美
津
枝

プ
レ
ゼ
ン
ト
選
り
つ
つ
母
の
在
る
幸
を
思
う
と
言
い
く
れ
る
娘こ

も
姑は
は

と
な
る　
　
　

斉
藤
ト
ミ
子

頼
ま
れ
て
苦
に
も
な
ら
ず
に
針
仕
事
僧
衣
の
繕
ひ
時
か
け
て
す
る　
　
　
　
　
　
　

市
川
コ
マ
ヱ

晩
柑
を
送
れ
ば
う
ま
し
と
電
話
あ
り
「
あ
ん
が
と
」
と
云
う
幼
お
さ
な
の
声
も　
　
　
　
　

長
田
ハ
ル
子

弟
の
月
命
日
や
夕
闇
の
蛍
を
呼
び
て
手
に
取
り
て
見
む　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

西
﨑　

文
惠

声
失
ひ
て
逝
き
た
る
母
の
悲
し
み
を
哀
し
み
と
し
て
我
ら
生
き
来
し　
　
　
　
　
　

前
田　
　

充

在
、
検
察
審
査
会
で
は
、
こ
の

制
度
を
ド
ラ
マ
形
式
で
紹
介
し
た

Ｄ
Ｖ
Ｄ
の
貸
出
し
を
行
っ
て
い
ま

す
。
ぜ
ひ
一
度
ご
覧
に
な
っ
て
く

だ
さ
い
。

問
合
せ

　

宇
和
島
検
察
審
査
会
事
務
局

（
℡  
０
８
９
５
―

２
２
―

１
１
３
３
）

　

公
証
役
場
で
は
、
当
事
者
の
依
頼
に
よ
り

公
正
証
書
の
作
成
、
私
署
証
書
や
会
社
等
の

定
款
に
対
す
る
認
証
の
付
与
、
私
署
証
書
に

対
す
る
確
定
日
付
の
付
与
な
ど
の
事
務
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

公
正
証
書
に
は
、
遺
言
公
正
証
書
、
任
意

後
見
契
約
公
正
証
書
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
公

正
証
書
は
、
法
律
の
専
門
家
で
あ
る
公
証
人

が
作
成
す
る
公
文
書
で
、
高
い
証
明
力
が
あ

り
ま
す
。
法
律
行
為
の
確
実
を
期
す
た
め
に

は
、
公
正
証
書
を
作
成
し
た
り
、
認
証
を
受

け
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

　

公
証
役
場
で
は
、
電
話
に
よ
る
相
談
を
受

け
付
け
ま
す
。
相
談
は
無
料
で
す
の
で
、
お

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

　

宇
和
島
公
証
役
場

（
℡  
０
８
９
５
―

２
５
―

２
２
９
２
）
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※上記情報は、広報紙掲載に対して、
　ご家族等に同意をいただいております。

心配ごと相談所

詳しくは、社会福祉協議会本所（℡70－1251）まで問合せください。

　無料で弁護士と民生児童委
員が相談をお受けします（1回の
相談人数は8人までで事前に予約が必
要。定員に達した場合は受付を終了）。
 ９月１１日（火）14時～16時
　御荘老人福祉センター

福祉法律相談
　無料で民生児童委員２名が
日常生活でかかえる心配ごと
の相談をお受けします。
  ９月８日（土）・２６日（水）
　14時～16時
　御荘老人福祉センター

「
無
料
法
律
相
談
所
」の

開
設
に
つ
い
て

松
山
地
方
裁
判
所
か
ら

（７月受付分）

（７月受付分）

ご冥福をお祈りします

お誕生おめでとう

「
全
国
一
斉
！

法
務
局
休
日
相
談
所
」の

開
設
に
つ
い
て

松
山
地
方
法
務
局
か
ら

愛
媛
労
働
局
か
ら

障
害
者
法
定
雇
用
率
の

変
更
に
つ
い
て

日
時　

10
月
２
日（
火
）10
時
〜
15
時

※
受
付
時
間　

９
時
〜
14
時
30
分

場
所　

松
山
地
方
裁
判
所
宇
和
島
支
部

参
加
方
法　

当
日
、
直
接
開
場
に
お
越

し
く
だ
さ
い
。
先
着
順
に
受
け
付
け
ま

す
。

相
談
内
容　

金
銭
関
係
、
不
動
産
関

係
、
家
庭
関
係
の
悩
み
事
な
ど

相
談
者　

愛
媛
弁
護
士
会
所
属
の
弁
護

士相
談
時
間　

30
分
以
内

費
用　

無
料

問
合
せ

　

松
山
地
方
裁
判
所
宇
和
島
支
部

（
℡
０
８
９
５
―

２
２
―

１
１
３
３
）

地区名 子の名 保護者

御荘平城 村　田　瀬
せ

　那
な

善
よしかず

一

城 辺 甲 阿　蘇　陽
はる

　輝
き

久
ひさのり

典

城 辺 甲 本　多　蓮
れん

　斗
と

晋
しん

也
や

城 辺 甲 藤　岡　　　丈
とも

哲
てつ

増　　田 緒　方　蓮
れん

　太
た

剣
けん

城 辺 乙 久　德　　　陽
はる

竜
たつ

也
や

城 辺 甲 坂　本　芹
せり

　菜
な

崚
りょうじ

二

蓮 乗 寺 清　水　すみれ 健
けん

次
じ

城 辺 甲   粉　川　永
えい

　仲
ちゅう

洋
ひろゆき

幸

御荘深泥 唐　田　　　錬
れん

伸
しんいち

一

御荘深泥 椙　山　裕
ゆう

　仁
と

太
たい

地
ち

船　　越 流　水　光
みつ

　樹
き

滋
しげ

人
と

地区名 亡くなった方 享年

久　　良 松　平　榮
えい

　子
こ

86歳

深　　浦 川　村　　　幸
さち

81歳

緑　　乙   木　村　　　悟
さとる

90歳

一 本 松 保　岡　多
た き お

喜夫 59歳

深　　浦 井　上　ミツ子
こ

82歳

魚 神 山   松　原　　　栄
さかえ

59歳

緑　　丙 佐　藤　和
かず

　彦
ひこ

72歳

御荘平城 林　　　寛
かん

　一
いち

 81歳

城 辺 甲 清　水　トモヱ 86歳

城 辺 乙 幸　田　
よし

　人
んど

72歳

御荘深泥   橋　本　　　馨
かおる

83歳

御荘長月 楠　島　定
さだ

　由
よし

63歳

城 辺 乙 飯　田　十
と よ こ

代子 67歳

御荘和口 坂　井　裕
ひろ

　子
こ

83歳

緑　　乙 坂　本　梅
うめ

　雄
お

89歳

深　　浦 吉　良　マチヱ 99歳

岩　　水 寺　内　久
く き こ

喜子 78歳

緑　　乙 松　田　愛
あい

　美
み

78歳

中　　川 清　水　フヂエ 100歳

城 辺 乙   田　村　　　勇
いさむ

94歳

城 辺 甲 上　村　作
さく

　馬
ま

89歳

緑　　乙 小　西　タマヱ 88歳

日
時　

９
月
23
日（
日
）10
時
〜
15
時

場
所　

松
山
地
方
法
務
局
宇
和
島

支
局

相
談
内
容

　

登
記
、
境
界
、
戸
籍
、
供
託
、

人
権
問
題
、
遺
言
及
び
公
正
証
書

関
係
な
ど

相
談
者　

法
務
局
職
員
、
公
証

人
、
人
権
擁
護
委
員
、
司
法
書

士
、
土
地
家
屋
調
査
士

費
用　

無
料

問
合
せ

　

松
山
地
方
法
務
局
宇
和
島
支
局

（
℡
０
８
９
５
―

２
２
―

０
７
７
０
）

秘密は堅く守られますので、お気軽にご相談ください。 

　

平
成
25
年
４
月
１
日
か
ら
障
害
者
の
法
定
雇
用

率
が
次
の
と
お
り
変
更
さ
れ
ま
す
。

⑴　

障
害
者
雇
用
率
が
現
行
1.8
％
か
ら
2.0
％
と
な

り
ま
す
。

⑵　

障
害
者
雇
用
状
況
の
報
告
義
務
の
対
象
と
な

る
民
間
企
業
の
範
囲
が
、
そ
の
雇
用
す
る
労
働

者
の
数
が
常
時
56
人
以
上（
現
行
）か
ら
50
人
以

上
と
な
り
ま
す
。

⑶　

⑴
、
⑵
は
平
成
25
年
４
月
１
日
か
ら
施
行
さ

れ
ま
す
。

問
合
せ

　

愛
媛
労
働
局
職
業
対
策
課

（
℡
０
８
９
―

９
４
１
―

２
９
４
０
）

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
宇
和
島

（
℡
０
８
９
５
―

２
２
―

８
６
０
９
）
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愛南町の人口
平成24年 8月 1日現在

愛
南
町
の
持
つ
魅
力
を
ご
紹
介
し
て
い
ま
す
。

地
域
の
情
報
な
ど
気
軽
に
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
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愛南町役場 総務課
〒798-4196愛媛県南宇和郡愛南町城辺甲2420番地
TEL（0895）72-1211FAX（0895）72-1214
HP http://www.town.ainan.ehime.jp/
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愛
は

南
か
ら

10,840 戸

24,601 人

11,510 人

13,091 人

世帯数

人口

　男

　女

　「スポーツの祭典」ロンドン

オリンピックが閉幕しました。

オリンピックでは、普段ならお

そらく観戦しない競技まで、つ

いつい手に汗握り「がんばれ 

ニッポン」と深夜にもかかわら

ず応援してしまうのは、一種の

愛国心の表れでしょうか・・・

　オリンピックの中継では、試

合をする選手の傍らで、真剣勝

負から生まれる熱いドラマを

狙ってカメラを覗き込む各国の

報道陣も映し出されています。

私は、そのカメラマンたちにし

ばらく注目してみました。当た

り前ですが、試合の重大な局面

では誰ひとりカメラのファイン

ダーから目を離しません。自国

選手の劇的な勝利の瞬間などに

「思わずガッツポーズをするカ

メラマンでもいないかな」と見

ていましたが、いるわけがあり

ません。

　さて、先日行われた剣道大会

を取材した際、ある名高い指導

者が素人の私に、『剣道の「一

本」とは、「気・剣・体」の3つが

一致して初めて有効な打突とな

る』のだと教えてくれました。

そのご教示をふまえて改めて観

戦してみると、審判の旗があが

るのは、確かに「気・剣・体」

が揃った時のすばらしい「一本」

だと素人ながらに感じました。

　「おお、すごい・・・」と身

震いするほど選手たちの技に感

動している私は、しっかりと肉

眼でその瞬間を見ているので

す。そう、カメラを構えずに。

こんな私が、いっぱしのカメラ

マンになる日はまだまだ遠いよ

うです。

　　愛南町スポーツ少年団 陸上競技には、小学 4

年生から 6年生まで（原則）の児童約 40 名が加

入し、元気に活動しています。同クラブからは、

毎年のように全国大会に出場する選手が輩出さ

れるなど活動内容はとても充実しています。

　練習は、宿毛市総合運動公園陸上競技場で土、

日曜日を中心に行われています。ロンドンオリン

ピックを観て陸上競技に興味をもったり、体力づ

くりをしたいと思ったりした子どもさんは、ぜひ

一度練習に参加してみませんか。

　愛南町スポーツ少年団 陸上競技に関する問合

せは、若松隆
たか ひ と

仁先生 ( 一本松小学校 TEL84-2071)

までお願いします。


